
    
 

 

 
 

 

 

 

 

 

埼玉県内の地方公共団体に対する 

財政融資資金の貸付状況について 
 

 

 

令和 4 年度に埼玉県内の地方公共団体へ貸し付けた財政融

資資金の額は、685 億円となり、前年度と比較して▲385 億円、

▲36.0％の減少となりました。 

また、令和 4 年度末の貸付残高は、1 兆 4,356 億円となり、前

年度と比較して▲765 億円、▲5.1％の減少となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

照会先 

財務省関東財務局理財部融資課 

ＴＥＬ (048) 600-1159 (直通) 

報 道 発 表 

令 和 5 年 8 月 1 日  

財 務 省 関 東 財 務 局  

 

財務局では、地方公共団体が学校、病院などの建設や上下水道、

廃棄物処理施設などの生活関連施設を整備するときに、財政融資資金

を貸し付け、豊かで住み良い社会環境づくりに協力しています。 

 



    

伸率 伸率

埼玉県 (a) 892 1,070 20.0 685 ▲ 36.0

管　内 (b) 7,491 8,878 18.5 6,786 ▲ 23.6

シェア (a/b) 11.9 12.1 10.1

（単位：億円、％）

区　分 2年度 3年度 4年度

（単位：億円）

3年度 4年度 増減

公共事業等 87 84 ▲ 3

防災・減災・国土強靭化 64 86 22

公営住宅

災害復旧 31 4 ▲ 27

学校教育施設(高校含) 7 25 18

一般廃棄物 30 17 ▲ 13

一般補助施設整備等 1 1

一般単独 6 7 1

辺地及び過疎対策 4 4 0

水道 43 48 5

交通

病院・介護サービス 4 4

下水道 177 181 4

臨時財政対策債 571 224 ▲ 347

減収補てん債 51 ▲ 51

その他

計 1,070 685 ▲ 385

事 業 区 分

貸　　付　　額

埼玉県内の地方公共団体に対する財政融資資金の貸付状況について 

１．令和 4 年度貸付額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

                                                                   

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

財政融資資金貸付額（埼玉県） 

財政融資資金貸付額（事業別） 

令和 4 年度に埼玉県内の地方公共団体へ貸し付けた額は、685 億円となり、前年度と

比較すると▲385 億円、割合では▲36.0％の減少となりました。 

減少した要因は、「臨時財政対策債」や「減収補てん債」などの減少によるものです。 

令和 4 年度における財政融資資金の貸付事例としては、戸田市の戸田第一小学校改

築等事業6億円などがあります。財政融資資金を貸付した事業例は次ページをご覧くださ

い。 

なお、埼玉県内の貸付額は、関東財務局管内の総貸付額の 10.1％となっています。 

※単位未満四捨五入のため、合計が一致しない場合がある。 



    
〇 令和４年度貸付事業例 

貸付先：戸田市 

学校教育施設等整備事業（戸田第一小学校改築等事業） 

令和４年度事業費 19 億円、うち財政融資資金６億円 （※単位未満四捨五入） 
 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

戸田第一小学校（西棟校舎、体育館棟） 

 

貸付先：坂戸、鶴ヶ島下水道組合 

 公共下水道事業（大谷川雨水ポンプ場増設工事） 

 令和４年度事業費８億円、うち財政融資資金４億円 （※単位未満四捨五入） 
 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

大谷川雨水ポンプ場（立軸斜流ポンプ） 

既存の学校施設の老朽化により、新たな校舎等を整備しており、令和４年度は西棟校舎及び

体育館棟の整備を行った。屋内運動場とプールを校舎と一体化することで、校庭の広さを確保

し、また地域の防災機能の強化のため、防災倉庫や非常用発電機等が設置されている。 

近年増加している台風や大雨による降雨量の増加に対応するため、越辺川に放流する雨水

のポンプ場設備の増設工事を行った。（令和５年９月から稼働開始を予定） 

公共下水道事業は汚水の処理だけでなく、街中を浸水から防ぐ役割も担っており、本工事に

よりポンプ場の排水能力は従来の２倍となり、浸水被害の軽減が図られる。 



    

伸率 増減額 伸率

埼玉県 (a) 15,508 15,121 ▲ 2.5 14,356 ▲ 765 ▲ 5.1
管玉内 (b) 111,664 109,962 ▲ 1.5 106,288 ▲ 3,674 ▲ 3.3
シェア (a/b) 13.9 13.8 13.5

（単位：億円、％）

2年度末 3年度末 4年度末区 分

（単位：億円、％）

埼玉県 23,070 22,861 22,261 21,608 20,189 19,179 18,863 18,508 18,506 18,279 18,174 18,053 17,847 17,502 17,098 16,587 16,047 15,508 15,121 14,356

伸付率 - ▲ 0.9 ▲ 2.6 ▲ 2.9 ▲ 6.6 ▲ 5.0 ▲ 1.6 ▲ 1.9 ▲ 0.0 ▲ 1.2 ▲ 0.6 ▲ 0.7 ▲ 1.1 ▲ 1.9 ▲ 2.3 ▲ 3.0 ▲ 3.3 ▲ 3.4 ▲ 2.5 ▲ 5.1

貸付残高の推移

15年度末 16年度末 17年度末 18年度末 19年度末 20年度末 21年度末 22年度末 23年度末 24年度末 25年度末 26年度末 27年度末 4年度末3年度末28年度末 29年度末 30年度末 元年度末 2年度末

２．令和 4 年度末貸付残高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財政融資資金貸付残高（埼玉県） 

（１） 埼玉県内の地方公共団体への貸付残高は、令和 4 年度末で 1 兆 4,356 億円となり、前

年度と比較すると▲765 億円、割合では▲5.1％の減少となりました。 

貸付残高は、平成 16 年度以降逓減しています。財政融資資金は、平成 13 年度以降、

民間資金を補完するという原則にたち、地方公共団体の資金調達能力と資金使途に着目

した貸付を行ってきたことによるものです。 

なお、県内の貸付残高が財務局管内に占める割合は、13.5％となっています。 

 

(２)  貸付残高を用途別にみると、臨時財政対策債などの「その他」が全体の 55.5％を占め

最大となっており、次いで水道、下水道及び一般廃棄物処理などの「生活環境整備」の順

になっています。 

埼玉県内の用途別貸付残高の構成比を財務局管内と比較すると、臨時財政対策債な

どの「その他」の割合が高くなっています。 

 



    

令和4年度末 （単位：億円、％）

構成比
(A)

構成比
(B)

生活環境整備 5,106 35.6 40,973 38.5 ▲ 2.9 水道、下水道、一般廃棄物処理
国土保全災害復旧 421 2.9 4,802 4.5 ▲ 1.6 災害復旧、防災・減災・国土強靭化
厚生福祉施設 153 1.1 3,856 3.6 ▲ 2.5 病院、社会福祉施設
地域開発 87 0.6 470 0.4 0.2 電気、住宅市街地
道路 155 1.1 1,441 1.4 ▲ 0.3 道路
文教施設 398 2.8 5,567 5.2 ▲ 2.4 義務教育施設、高等学校施設
運輸通信 - - 616 0.6 ▲ 0.6 港湾、空港
農林漁業 1 0.0 67 0.1 ▲ 0.1 農業農村施設
住宅 65 0.5 626 0.6 ▲ 0.1 公営住宅
産業・技術 - - 10 0.0 0.0 産業経済施設
その他 7,970 55.5 47,862 45.0 10.5 臨時財政対策債

計 14,356 100.0 106,288 100.0

財務局
管内

構成比
比較

（A－B）

備考（主な用途）区　分 埼玉県

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○財政融資資金の活用事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．埼玉県内地方公共団体別の令和４年度貸付実績額及び令和４年度末貸付残高 

別添２・３のとおり 

財政融資資金貸付残高（用途別） 

埼玉県 財務局管内 

※単位未満四捨五入のため、合計が一致しない場合がある。 

財政融資資金の目的は、その資金をもって公共の利益の増進に寄与することにあります。 

また、財政融資資金は、長期・固定・低利で地方公共団体に融資できるので、資金調達能力の低い地方公

共団体においても、財政融資資金を活用することで、低コストで各種の事業が実施できます。 

このため、多くの地方公共団体で活用され、生活に必要な公共施設等の整備に役立てられています。 

その一部を別添１のとおり紹介致します。 



財政融資資金の活用事例

別添１

子育て総合支援センター「ぬくぬく」
（日高市）

松伏町多世代交流学習館「メロディー」
（松伏町）

戸田市スポーツセンター屋内プール
（戸田市）



子育て総合支援センター ぬくぬく
埼玉県日高市 （一般補助施設整備等事業）

事業概要

施設概要

「子育て総合支援センター」とは、親子の交流遊び場の提供や子育てに関する相談、保育や子育てに関する必要な支援の案
内、発達が気になる児童の育児相談や支援を行う施設。日高市では、市民からの強い要望もあり、平成30年２月に「子育て総
合支援センター ぬくぬく」が竣工。整備に際しては、地方創生拠点整備交付金等を活用したほか、総事業費８千万円（※）の
うち、３千万円（※）に財政融資資金が活用（貸付利率：年0.01％、償還期間：10年）されている。

事業効果

所在地 ：埼玉県日高市大字楡木201番地
（日高市総合福祉センター「高麗の郷」内）

施設内容：ボールプール 親子図書室
アクティブルーム らくがき黒板
プレイルーム（和室）プレイルーム（洋室）
ガーデンスペース

画像及び参考資料提供：日高市

「子育て総合支援センター ぬくぬく」は現在、計15名のスタッフにより運営されている。また、施設の利用に際しては基
本的に予約不要、利用料無料となっている（開館時間：午前９時～午後５時）。幅広い支援の体制が確保され、気軽に利用が
可能であることなどから、利用者からも「利用するのにも敷居が低く、スタッフに対しても相談しやすい」とおおむね好評を
得ている。

開所後間もなく、新型コロナの流行に伴い、利用人数や利用時間
等の制限を行わざるを得なくなり、施設利用者が大幅に減少した。
しかしながら、令和５年７月以降は利用制限が完全に撤廃されるこ
とから、さらなる活用が見込まれるところ。

今後の施設活用
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※単位未満四捨五入
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松伏町多世代交流学習館 メロディー
埼玉県北葛飾郡松伏町 （一般補助施設整備等事業）

事業概要

施設概要

町民の多様な活動や学びの場の創出を図り、多世代の交流と生涯学習活動の推進のため、平成30年３月に旧赤岩地区公民館
を全面的に改修する形で「多世代交流学習館 メロディー」が整備された。
同施設については、地方創生拠点整備交付金が活用されているほか、総事業費９千万円（※）のうち、４千万円（※）に財政融

資資金が活用（貸付利率：年0.01％、償還期間：11年）されている。

事業効果

所在地 ：埼玉県北葛飾郡松伏町大字上赤岩1253番地

面積等 ：1,378.77㎡（敷地） 524.04㎡（延床）
鉄筋コンクリート造 地上２階建

主要施設：１階 ホール 図書スペース 事務室
２階 多世代交流ホール 研修室

この「多世代交流学習館 メロディー」の１階や２階には、新たに多くの地域住民が交流できるスペース（ホール）を設け
たほか、図書スペースについても、学生などが自習可能なように机、椅子が設置されている。
また、同施設ではコロナ禍で中止となっていたボランティアが運営する「メロディーカフェ」が再開されるなど、子育て世

代や高齢者等が気軽に集える多世代交流の場となっている。この他、様々な年代を対象とした「講座」を定期的に開催するな
どにより高齢者の利用のほか、若年者の利用も増加しており、コミュニティの活性化にもつながっている。

コロナ禍により、一時的に利用者が減少したものの、施設
開設以来、概ね利用者数は堅調である。今後は、高齢者が先
生となり、多世代の町民が参加できる「昔遊び体験講座」な
どの新しい催しも計画しており、施設の更なる魅力の発信、
地域コミュニティの更なる活性化に取り組む。

今後の施設活用

画像及び参考資料提供：松伏町

※単位未満四捨五入

カフェの様子
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戸田市スポーツセンター屋内プール
埼玉県戸田市 （学校教育施設等整備事業）

事業概要

施設概要

戸田市スポーツセンター敷地内の屋内プール棟については、昭和55年７月に建設され、34年経過したこともあり、近年老朽
化が著しく、天井部材の一部落下等の事故も発生したため、平成27年２月に閉鎖された。しかしながら、屋内プールの再開を
望む市民からの要望が極めて強かったことから、全面的な改築を決定。平成28年度から事業を開始し、令和２年２月に完成し
た。総事業費15億円（※）のうち、１億円（※）に財政融資資金が活用（貸付利率：年0.005％、償還期間：10年）されている。

施設の利用状況

所在地 ：埼玉県戸田市新曽1286番地

面積等 ：1,864.76㎡（建築） 2,433.51㎡（延床）
鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）
地上２階 地下１階

主要施設：25ｍプール（７コース） 幼児・歩行用プール
男女更衣室 男女トイレ 多機能更衣室
多機能トイレ 授乳室

令和２年度から利用が再開されたところ、新型コロナによる利用制限が設けられていたにもかかわらず、多くの市民に利用
されており、令和４年度では４万人に迫る利用者数となっている。
同施設は、主に子供向けの水泳教室や消防による水難救助訓練、学校等での水泳大会などで活用されている。また、「屋内

プール」という特長を生かし、原則毎週水曜日以外の午前９時から午後９時まで12時間の利用が可能であるため、例えば午前
や午後は高齢者に、夕方は学生に、土曜日・日曜日等の休日には親子連れなどにと、様々な年齢層の市民に利用されている。

令和５年５月以降、新型コロナに伴う利用制限が原則完全
撤廃された。ユニバーサルデザインを取り入れており、市民
からは、使い勝手は以前よりも良いとの声もあることから、
今後は更なる利用者の増加も見込まれている。

今後の施設活用

画像及び参考資料提供：戸田市

※単位未満四捨五入
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別添２

管内地方公共団体別の財政融資資金地方資金貸付実績額（令和４年度）

関東財務局

件数 金額 件数 金額 件数 金額

件 億円 件 億円 件 億円

都道府県 町及び村 一部事務組合等

埼玉県 21 111 伊奈町 3 2 坂戸、鶴ケ島下水道組合 3 10

市 毛呂山町 1 1 蕨戸田衛生センタ－組合 1 1

さいたま市 5 93 越生町 1 0 東埼玉資源環境組合 2 3

川越市 15 30 滑川町 5 1 久喜宮代衛生組合 2 2

川口市 7 74 嵐山町 4 2 埼玉西部環境保全組合 2 38

行田市 1 4 小川町 4 2 毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合 1 0

所沢市 16 29 ときがわ町 4 1

飯能市 6 12 川島町 9 3

東松山市 6 8 吉見町 2 1

狭山市 1 7 鳩山町 3 1

羽生市 1 3 横瀬町 8 2

鴻巣市 2 7 皆野町 1 0

上尾市 3 9 長瀞町 1 0

草加市 9 21 小鹿野町 10 3

越谷市 16 32 東秩父村 4 1

蕨市 3 4 美里町 7 1

戸田市 7 10 神川町 2 1

入間市 5 7 上里町 13 4

朝霞市 3 3 寄居町 4 3

志木市 4 4 宮代町 5 4

新座市 6 7 杉戸町 4 3

桶川市 1 1 松伏町 3 1

北本市 1 3

八潮市 11 9

富士見市 9 8

三郷市 1 5

蓮田市 7 5

坂戸市 1 5

幸手市 7 5

鶴ヶ島市 2 6

日高市 6 3

吉川市 7 6

秩父市 14 9

熊谷市 1 1

春日部市 7 19

ふじみ野市 2 6

深谷市 3 4

本庄市 4 3

加須市 4 4

久喜市 12 14

白岡市 2 4

埼玉県合計 348 685

関東財務局管内計 3,911 6,786

全国計 19,473 29,118

（注）単位未満四捨五入のため、合計が一致しない場合がある。

団体名団体名 団体名



別添３

管内地方公共団体別の財政融資資金地方資金貸付残高（令和５年３月末現在）

関東財務局

団体名 件数 金額 団体名 件数 金額 団体名 件数 金額

件 億円 件 億円 件 億円

都道府県 町及び村 一部事務組合等

埼玉県 378 3,429 伊奈町 77 51 坂戸、鶴ケ島下水道組合 32 107

市 三芳町 76 23 蕨戸田衛生センタ－組合 4 4

さいたま市 243 1,617 毛呂山町 71 52 本庄上里学校給食組合 2 0

川越市 150 502 越生町 31 21 東埼玉資源環境組合 11 34

川口市 243 1,283 滑川町 78 27 越谷・松伏水道企業団 18 39

行田市 77 159 嵐山町 89 36 志木地区衛生組合 3 6

所沢市 129 395 小川町 69 33 桶川北本水道企業団 6 1

飯能市 101 255 ときがわ町 81 26 秩父広域市町村圏組合 84 21

東松山市 86 162 川島町 82 48 久喜宮代衛生組合 2 2

狭山市 63 259 吉見町 109 53 蓮田白岡衛生組合 6 7

羽生市 75 102 鳩山町 72 17 埼玉西部環境保全組合 9 79

鴻巣市 155 172 横瀬町 94 27 皆野・長瀞下水道組合 17 12

上尾市 88 326 皆野町 29 23 毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合 22 16

草加市 139 522 長瀞町 32 7

越谷市 171 501 小鹿野町 73 39

蕨市 105 144 東秩父村 47 13

戸田市 87 81 美里町 83 40

入間市 94 140 神川町 69 20

朝霞市 113 120 上里町 135 54

志木市 73 73 寄居町 107 88

和光市 71 52 宮代町 95 50

新座市 114 198 杉戸町 71 71

桶川市 64 72 松伏町 97 36

北本市 86 75

八潮市 113 117

富士見市 142 178

三郷市 87 164

蓮田市 124 106

坂戸市 42 92

幸手市 112 111

鶴ヶ島市 43 81

日高市 69 93

吉川市 102 132

秩父市 133 127

熊谷市 160 223

春日部市 160 243

ふじみ野市 101 109

深谷市 193 247

本庄市 91 89

加須市 195 175

久喜市 256 178

白岡市 89 68

埼玉県合計 7,100 14,356

関東財務局管内計 67,016 106,288

全国計 296,715 414,087

（注）単位未満四捨五入のため、合計が一致しない場合がある。


